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岡
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特
選

愛
知
県
西
尾
市

東
京
都
狛
江
市 長
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代
子
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岐
阜
市

大
垣
市

大
垣
市

不
破
郡
垂
井
町

大
垣
市

大
阪
府
堺
市

奥
の
細
道
む
す
び
の
地
「
大
垣
」
十
六
万
市
民
投
句

木
曽
駒
も
甲
斐
駒
も
見
ゆ
鵙
日
和

天
守
の
し
ゃ
ち
ほ
こ
満
月
の
囁
や
き

亡
き
妻
の
夫
婦
茶
碗
や
冬
う
ら
ら

陽
も
陰
り
古
苑
潤
す
萩
の
雨

行
く
年
や
第
九
は
天
へ
駆
け
の
ぼ
る

美
し
い
も
の
は
危
険
と
茸
と
り

引
退
の
杜
氏
胸
張
る
新
走

　
一
代
の
お
仕
事
を
定
年
が
来
て
や
め
ら
れ
、
お
二
人
で
の
日
向
ぼ
っ
こ
。
良
い
で
す
ね
。
お

二
人
は
共
に
元
気
で
居
ら
れ
お
幸
せ
で
す
ね
。
ほ
ほ
え
ま
し
い
御
句
で
す
ね
。

　
静
か
で
美
し
い
御
句
で
す
ね
。
冬
桜
と
一
言
で
言
え
ば
、
満
開
に
咲
い
て
も
静
か
で
心
落
ち

着
く
や
さ
し
い
花
で
す
。
お
品
の
あ
る
美
し
い
御
句
で
す
。

　
杜
氏
と
言
え
ば
、
お
酒
を
作
る
人
で
す
。
酒
倉
に
入
り
お
米
を
蒸
し
、
お
酒
を
醸
造
す
る
人

で
す
ね
。
永
年
携
わ
り
引
退
を
さ
れ
る
時
に
、
胸
を
張
り
良
い
お
酒
が
出
来
た
と
言
え
る
新
酒

（
新
走
）
に
満
足
す
る
句
で
す
。
心
よ
り
嬉
し
さ
を
表
し
た
句
で
す
。

令
和
五
年
十
二
月
度
　
入
賞
句
一
覧兵
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岡
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瀬
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岐
阜
市

晩
照
の
池
に
水
脈
引
く
鴨
一
羽

浮
く
雲
の
舟
の
か
た
ち
に
神
の
旅

ひ
と
つ
ま
み
新
米
供
ふ
父
祖
の
墓

ふ
と
こ
ろ
の
焼
芋
カ
イ
ロ
急
ぐ
帰
路

職
去
つ
て
妻
と
二
人
の
日
向
ぼ
こ

咲
き
満
ち
て
な
ほ
し
づ
け
さ
の
冬
櫻

秀
逸
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部
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順
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郁
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田
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紫
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竹
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元
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弘
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慶
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つ
よ

松
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養
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小
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三
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崇
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津
　
喜
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揖
斐
郡
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老
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安
八
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神
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大
垣
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破
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垂
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庫
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姫
路
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け
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り
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煤
逃
げ
き
め
る
老
ふ
た
り

山
茶
花
の
白
薄
れ
ゆ
き
暮
れ
泥
み

　
湖
し
づ
か
波
穂
に
ゆ
だ
ね
初
日
影

初
時
雨
石
碑
一
つ
の
古
戦
場

寒
暖
の
な
き
病
室
や
小
夜
し
ぐ
れ

字
足
ら
ず
の
や
う
な
来
し
方
暮
の
秋

木
枯
し
の
戻
り
し
と
こ
ろ
伊
吹
山

寒
天
の
岬
は
晴
れ
て
鳶
の
笛

落
葉
掃
く
僧
の
作
務
衣
も
厚
め
か
な

濃
き
蔭
や
白
夜
の
続
く
月
の
秋
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峨
野
路
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で
逢
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時
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垣
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年
の
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に
聞
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も
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し
杵
の
音
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隣
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ち
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の
木
の
ベ
ン
チ

ご
つ
き
手
の
動
き
細
や
か
松
手
入
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ぶ
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